
平成 30年 度  地域 活性 化活 動 奨励 事 業 活 動 報告

岩 国市 立 美和西 小学校  教頭  武政  美佐 了‐

は じめ に (地 域 ・本 校 の概 要 )

美 和 地 域 は、 山 口県 の北東 部 、広 島県境 に位 置 し、東

部 は小瀬 川 を挟 ん で広 島県 の大竹 市 と十 日市市 に接 す る

東 西 1lkm、 南 北 18km、 面積 127 5面 、 人 口

約 4, 000人 の地 域 で あ り、 主要産 業 は農 業 で あ る。

南部 は近 隣 の ダ ム の建 設 に伴 い 、道 路 が整備 され 、水

と緑 に囲 まれ た岩 国 市 のベ ッ ドタ ウン と して団地 開発 も

進 ん で い るが 、北 部 で は、高齢 化 に よ り特 産 の茶 や 栗 の

生 産 が 困難 に な り耕 地 の荒廃 が 見 られ 、過 疎化 も深 亥Jな

状 況 で あ る。 現在 、美 和 地域 全 体 で は人 口減 少 が 問題 と

な ってい る。

本 校 は、 平成 13年 度 に地域 の秋 掛 小 。北 中 山小 ・生

見小 ・阿賀 小 。下畑 小 。西畑 小 6校 を統合 し、新 た に美 和 西小 学校 と して開校 した 全校 児童

76名 (男 子 41名  女 子 35名 )、 7学 級 の小 規 模 校 で あ る。

校 区 は広 く、 地域 の歴 史 ・伝 統 文化 、 自然環 境 等 に も恵 まれ 、教 育資源 が豊 か で あ る。 ま

た 、地域 住 民 は教 育活 動 に関心 が高 く協力 的 で あ り、本校 に寄せ る期 待 は大 きいЭ開校 以 来 、

地 域 の教 育資源 を生 か し、農 業 体 験 を始 め、様 々 な体験 活 動 に取 り組 ん でい る。 しか し、近

年 は地 域住 民 の 高齢 化 に伴 い、 ボ ランテ ィア活 動 に参観 す る地 域 住 民 が減 少 して い る こ とが

課題 で あ る。

取組 の 実際

)活 動 のね らい

旧 6校 の小 学校 は、 地域 の交 流 の場 と して保 存 ・管理 され た り、地 域 の交流 セ ン ター と

して改築 され た りして い る。 本 校 で は、児 童 が地 域 の伝 統 文化 等 にふ れ る こ とを め ざ して

総 合 的 な学 習 の時 間 等 に各 学 年 が 旧校 舎 を利 用 し、「ふ る さ と学 習 」 と して 、 そ れ ぞれ の

地域 の方 々 と交 流 活 動 を行 って い るc本 事 業 の助 成 はそ の際 の体験 活 動 の活動 費 と して活

用 させ て い た だ いて い る。
「ふ る さ と学 習 Jは 、児童 に地域 を愛 す る心 を育 む だ けで な く、地域 の高齢者 の 生 きがい

に もな つて い る。「ふ る さ と学 習 」の充 実 に よ り、地域 の活性 化 に繋 げた い と考 え て い る。

(2)各 学年 の取組

① l年 生 〔旧西畑小学校へ〕

美 和 町 の特 産 で あ る 「岸 根 栗 Jを 使 つ て 「焼 き栗 体 験 J

に挑 戦 した り、リー ム転 が し等 、昔の遊 び を体 験 した りした。

児 童 は 美 和 町 の 自然 の よ さを実感 す る と ともに 、 地 域 の方

とのふれ あ い を通 して、言 葉 遣 いや 礼儀 作 法 な ど、 マ ナ ー に

つ いて学ぶ こ とが で きた。



② 2年 生 〔旧生見小学校へ〕
旧生見小学校 の校舎探検 を した り、茶道体験 を した り、

地域 の農 作物 につ いての説明を聞いた りした。

体験活動後、地域 の昔話 に関連す る事柄 を本で調べた り、

質問 した りす るな ど、美和町へ の興味関′いが高まった姿が

見 られ た。

③ 3年 生 〔H下畑小学校へ〕

地域 の方か ら突 き鉄砲作 りや餅つ きを指導 していただい

た。 の こぎ りや杵 の使 い方な ど、初 めて体験す ることが多
かったが、児童は とて も意欲的に取 り組 んでいた。

突 き鉄砲 作 りでは、ゲームや玩具がな くて も、身の EEIIり

の物で手作 りのお もちゃを作 り、楽 しむ よさを感 じること

ができた。 また、今年度末 に取 り壊 し予定の校舎 を惜 しみ

なが ら探検 した。お世話 になつたお礼に校庭 の除草作業や

ダンスを披露す ると地域 の方 も大変喜ばれていた。

地域 の方 とのふれ あいを通 して、 コ ミュニケー シ ョン能

力が向上す るとともに、地域 の方に大切 に され てい ること

に気づ くことがで きたGま た、校舎 の取 り壊 しの話 か ら、

ふ るさとを大切 に思 う気持 ちが強ま り、 自分たちか ら何 か

情報発信 す ることができないか考 えるな ど、総合的な学習
の時間 としても学習 内容 に深 ま りが見 喝れた。

④ 4年 生 〔旧北 中 山小学校 へ 〕

縄 な い体 験や 音 の遊 び等 、様 々 な活 動 を地 域 の方 と一 緒

に取 り組 む 中で 互 い に会 話 が生 まれ 初 対 面 で も L手 に コ ミ

ュニケー シ ョンす る こ とが で きた。 お 礼 に合 唱や リコー ダ

ー 演奏 、総 合 的 な学 習 の時 間 に学習 した神 楽 につ い ての発

表等 を した。地 区 の 「子どt)神 楽 Jの 練 習 して い る場所 で 、

神 楽 につ い て学 習 を発 表 した こ とで一層 お 互い の心 のつ な

が りが深 ま った よ うに感 じた。

北 中 山地 区 は 「神 楽 Jが 300年 もの 間続 い て い る地 域

で あ る。 地 域 活性 化 にお い て {)「 神 楽 Jの 伝 統継 承 とい う

視 点 は重 要 で あ る。

⑤ 5年 生 〔阿賀ふれ あいセ ンターヘ (日 阿賀小学校 )〕

阿賀 地域 の老人会 の方 々 と交流 を行 い、「そ ば打 ちJを
体験 した。 阿賀地域 では、今 も昔なが らの製法 でそば をは

じめ と して こん にゃ くや味噌 作 りな どに取 り組 んでい る。
「そば打 ちJ体 験 を通 し、 日本 の伝統的 な食文化 に関心

を持つ と共 に地域 の先人 た ちの 工夫や努力 に気づ くこ とが

できた。
レク リエー シ ョンタイ ムでは、高齢者 の方 と児 童が考 え

たゲー ムを通 して交流 を深 めることがで きた。

⑥ 6年 生 〔校区全体へ〕
6年 生は総合的な学習の時間にこれ までの学習 の総ま とめ

め ざ し、「MY TOWN美 和町～ よ りよい美和町 をつ くろ

進 めた。

設定 した課題 ごとに以 下の 4つ のグループに分 かれ、課題

と して よ りよい美 和 町 作 りを

う～」 とい うテ ー マ で 学 習 を

解 決 学 習 に取 り組 ん だ。



○ 人 グル ー プ

【人 とのつ なが りを大切 にす る美 和 町 をめ ざ した 取組 】
「助 け合 い J「 人 の心」「人 間 関係 Jを キー ワー ドにオ リジ

ナ ル ポ ス ター を作 成 し、 地 域 の ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト等 に掲

示 した。 ま た 、 卒 業 前 の 3月 に 「人 とのつ な が りを大 切 に

す る町 作 り |を 呼 び か け るた め、オ リジナル たす きをか け 、

校 区 1周 ウォー クに参加 す る計 画 を 立てて い る。

○ 「自然 グル ー プ J

【自然 豊か な町 作 りをめ ざ した取組 】

自分 た ちで花 の 苗 を育 て 、 学 校 周 辺 の 花壇 整 備 に取 り組 ん

だ。 ま た 、花 い っ ば い の きれ い な町 作 りを呼 び か け るた め に

ポ ス ター を作成 した。

○ 「平和 グル ー プ J

【安全で平和な町作 りをめ ざ した取組 】

安全 で平和 な町作 りにつ いて考 える学習 の一環 として、駐

在所 長の講話 を聞いた り、指紋検 出な どの体験学習 に参加 し

た りした。 その後 、駐在所長 の助言 をも とに 「平和 な町 10
カ条」 (大 人版 ・ 子ども版 )を 作成 し、地域参観 口等 で配布
した。

○ 「モ ノ・コ トグループ J

【人々が生活 しやす い便利 な町作 りをめ ざした取組 】

人 々が生活 しやす い便利 な町作 りをめ ざ し、オ リジナル キ

ャラクター を考 え、啓発 のためのチ ラシを作成 した。 また、
地域活性化 に向 け、地域 の人 々の思 い を知 るた めのア ンケー

トを作成 し、地域 の祭 りや イベ ン ト会場へ 出か けて意見 を集
めたЭその後結果 をま とめ、地域参観 日等で情報 を発信 した c

また、活動 を進 め る中で地域活性 化 に向けて取 り組 んでお

られ る地域 の方 々 との交流機 会 t)増 え、共に連携 しなが ら取

組 を進 め るこ とが大切 であ り、 また効果的であ ることを実感

す るこ とができた。

4つ の グループ とも、 自分たちで課題 を設定 し解決 してい くた

的 に学習 を進 めることができた。 また、署名活動や依頼交渉等、
な様 々な コ ミュニケー シ ョンの方法 を身 に付 けるこ とができた。

様 々な体験活動に よ り、児童 に主体性や 自己肯定感 が芽生 え、
れ るよ うになった。

3 今後 の取組

めの方 法 を考 え る等 、 主体

課題 解 決 をす る過 程 で必要

学 校 生活全 体 に活 気 が 見 ら

本校 が取 り組 ん で い る 「発、る さ と学 習 Jは ま さに 、「学校 を核 と した人 づ く り 地 域 作 りJ

へ の取組 で あ る。

今 後 、「ふ る さ と学 習 Jを さ らに充 実 させ るた め に は 、 児 童 に付 けた い資 質 能 力 や 課 題 を

地域 住 民 と共 有す る こ とや 系統 的 に学 習 を積 み 上 げて い くこ とが重 要 で あ る。そ の た め には、

地域 の教 育 資源 を把 握 し、教科 と有機 的 に結 びつ け なが ら年 間計 画 に位 置づ け る等 、 カ リキ

ュ ラム を再編 して い く こ とが 重要 で あ るcま た 、 これ まで の取組 で は、地域 の ボ ラ ンテ ィア

に本校 の教 育活 動 を支 えて いた だ く 「学校 支援 Jか らの ア プ ローチ が 多 か った が 、 今 年 度 の

6年 生 の取組 の よ うに、学校 が地域 の た め にで き る こ とを考 え、行 動 した り情 報 を発 信 した

りす る 「地 域 貢 献 Jか らのア プ ロー チ も考 えて い きた い。 今 後 も地域 と連携 協働 を 図 りなが

ら、組 織 的計 画 的 に取 り組 む こ とで児 童 の 主体性 や 自己 肯定感 を高 め 、ふ る さ とを愛 す る心

を育み 、地 域 の未 来 を担 う人材 育成 へ と繋 げて い きた い。


